
令
和
2
年
度
当
初
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
経
験
の
な
い

世
界
規
模
の
出
来
事
に
対
応
が
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後
も
感
染

リ
ス
ク
の
少
な
い
活
動
や
3
密
（
密
閉
・
密

集
・
密
接
）
の
回
避
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

令
和
2
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
例

年
と
同
じ
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
計
画
の
変
更
が

余
儀
な
く
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◎
　
事
業
計
画

１　

相
談
員
等
の
研
修
等

相
談
員
の
資
質
向
上
に
向
け
て
、
障
害

者
施
策
・
相
談
支
援
等
の
研
修
会
等
を
開

催
し
ま
す
。

２　
身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
啓
発
活
動

身
体
障
害
者
に
対
す
る
県
民
の
理
解
を

得
る
と
と
も
に
、
会
員
自
身
の
自
立
意
識

を
高
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

⑴�

　「
第
71
回
長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉

大
会
（
中
野
市
大
会
）」
の
開
催

令
和
２
年
９
月
10
日
（
木
）
志
賀
高

原
総
合
会
館
98
に
て
、
会
員
は
じ
め
関

係
福
祉
団
体
・
行
政
機
関
の
関
係
者
と

と
も
に
大
会
を
開
催
し
、
障
害
者
の
社

会
参
加
の
促
進
と
会
員
間
の
連
携
・
組

織
強
化
を
図
り
ま
す
。
　

⑵
　
機
関
紙
の
発
行

本
会
の
機
関
紙
「
こ
こ
ろ
の
友
」
を

年
2
回
発
行
し
、
協
会
活
動
、
制
度
の

改
正
な
ど
各
種
の
最
新
情
報
を
提
供
し

ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
投
稿・作
品
（
文

芸
欄
）
等
を
掲
載
し
、
紙
面
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

⑶
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

本
会
の
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
活
用
し
、
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
障
害
者
福
祉

に
関
心
が
も
て
る
よ
う
、
分
り
や
す
く
適

時
適
切
な
情
報
提
供
を
図
り
ま
す
。

３　

社
会
参
加
促
進
事
業
等
の
推
進

県
内
障
害
者
福
祉
団
体
の
中
心
的
団
体

と
し
て
、「
長
野
県
障
が
い
者
社
会
参
加

推
進
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
に
当
た
り
ま
す
。

⑴
　
障
害
者
の
社
会
参
加
推
進
事
業
の
実
施

長
野
県
か
ら
委
託
を
受
け｢

長
野
県

障
が
い
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー｣

の
運
営
を
行
い
、
障
害
者
福
祉
団
体
と

連
携
し
、
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、「
長
野
県
障
が
い
者
社
会
参

加
推
進
セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
し
て
、
社
会
参
加
促
進
の
た
め
の

情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
障

害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

書
道
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
の

周
知
を
図
り
参
加
の
促
進
を
し
ま
す
。

⑵
　
障
が
い
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
の
開
催

「
長
野
県
障
が
い
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー
」
の
業
務
を
推
進
す
る
た
め
、

障
害
6
団
体
の
代
表
に
よ
る
協
議
会
を

開
催
し
、
各
団
体
の
要
望
を
知
事
と
の

懇
談
で
伝
え
ま
す
。

⑶
　
障
害
者
福
祉
団
体
地
域
連
絡
会
議
の
開
催

障
害
者
の
多
様
な
要
望
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
関
係
団
体
の
連
携

を
図
り
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

を
推
進
す
る
た
め
、
県
内
４
ブ
ロ
ッ
ク

で
開
催
し
ま
す
。

４　

協
会
事
業
の
推
進

⑴
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
文
化
芸
術
祭
へ
の
参
加

　
ア
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

県
及
び
公
益
財
団
法
人
長
野
県
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
等
が
主
催
す

る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
係
る
情

報
の
周
知
を
図
り
、
参
加
を
促
進

し
ま
す
。

　
イ�

　「
長
野
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭
」

へ
の
参
加

県
及
び
障
害
者
福
祉
関
係
団
体
で

構
成
す
る
実
行
委
員
会
に
よ
り
開
催

さ
れ
る
長
野
県
障
が
い
者
文
化
芸
術

祭
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し

ま
す
。

⑵
　
上
田
点
字
図
書
館
の
運
営

視
覚
障
害
者
の
福
祉
向
上
を
図
る
た

め
、
上
田
点
字
図
書
館
の
運
営
と
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

⑶
　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
へ
の
助
成

各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
会
議
・
活
動
に

対
し
、
郡
市
協
会
の
結
束
と
組
織
の
強

化
を
図
る
た
め
助
成
し
ま
す
。

⑷
　
健
康
教
室
へ
の
助
成

会
員
の
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る

た
め
、
女
性
部
が
主
体
と
な
っ
て
運
営

す
る
健
康
教
室
の
開
催
経
費
を
助
成

し
、
会
員
相
互
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

⑸
　
関
係
団
体
と
の
連
携

本
会
を
構
成
す
る
県
視
覚
障
害
者

福
祉
協
会
及
び
県
聴
覚
障
害
者
協
会
と

連
携
を
密
に
し
、
協
会
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

⑹
　
収
益
事
業
の
促
進

県
及
び
郡
市
協
会
活
動
の
資
金
と
す

る
た
め
、
会
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様

の
協
力
を
得
て
、
日
身
連
収
益
事
業
所

の
斡
旋
す
る
お
茶
、
日
用
生
活
物
品
の

カ
タ
ロ
グ
販
売
等
の
収
益
事
業
を
一
層

促
進
し
ま
す
。
ま
た
「
オ
ー
ト
バ
ッ
ク

ス
の
還
元
金
制
度
」
の
定
着
、
利
用
の

拡
大
を
図
り
、
新
た
な
収
益
事
業
と
し

て
育
て
て
い
き
ま
す
。

５　

大
会
・
研
修
会
等
へ
の
参
加

障
害
者
施
策
の
充
実
を
図
る
法
律
の
成

立
に
向
け
、
日
身
連
・
中
央
社
会
参
加
推

進
セ
ン
タ
ー
・
日
本
障
害
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）
等
が
主
催
の
大
会
・
研
修
会

等
へ
参
加
し
、
今
日
的
課
題
と
全
国
的
運

動
の
状
況
を
把
握
し
、
協
会
活
動
に
生
か

し
、
会
員
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

６　

行
政
へ
の
要
望
活
動
の
強
化

会
員
の
声
を
集
約
し
、
障
害
者
差
別
を

解
消
す
る
た
め
の
条
例
の
制
定
等
、
障
害

者
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
、
長
野
県
へ
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
２
年
度　

事　

業　

計　

画

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
左
記

の
よ
う
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

（
令
和
２
年
７
月
現
在
）

◎�

４
月
～
７
月
の
会
議
は
、
原
則
中
止
し

ま
し
た
。

◎�

５
月
理
事
会
、
６
月
評
議
員
会
は
、
書

面
決
議
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

◎�

9
月
10
日
の
福
祉
大
会
は
、
中
止
が
決

ま
り
ま
し
た
。
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知
事
懇
談

令
和
2
年
1
月
31
日
、
知
事
と
障
害
6
団

体
長
と
の
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
よ
い

よ
私
た
ち
障
害
者
の
切
な
る
要
望
に
よ
っ

て
、
差
別
解
消
の
た
め
の
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
条
例
を
真
に
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
に
、
6
団
体
長
の
個
々
の
提

案
を
、
1
つ
ず
つ
知
事
が
検
討
す
る
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

要
望
書
の
提
出
後
、
県
か
ら
は
、「
た
だ

条
例
を
作
っ
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う

事
が
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
担
当
課
の
健
康

福
祉
部
だ
け
で
な
く
、
県
全
体
で
ど
う
変
わ

れ
る
か
、県
庁
を
挙
げ
て
考
え
て
い
き
た
い
」

「
条
例
が
め
ざ
す
も
の
に
対
し
て
世
の
中
に

わ
か
っ
て
い
た
だ
き
、
実
際
の
行
動
に
少
し

で
も
移
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
強
く
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
64
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
、

令
和
元
年
5
月
22
日
～
23
日
、
秋
田
県
秋
田

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
か
ら
は
、

日
身
連
評
議
員
で
あ
る
小
林
壽
夫
副
理
事

長
、
小
林
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
午
前
に
評
議
員
会
が
開
か
れ
、

午
後
に
は
「
改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
へ
の
期

待
～
地
域
間
格
差
な
い
環
境
整
備
に
向
け
て

～
」
を
テ
ー
マ
に
政
策
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
基
調
講
演
と
し
て
、
国
土
交
通
省
総
合

政
策
局
安
心
生
活
政
策
課
課
長
で
あ
る
奈
良

裕
信
氏
が
「
我
が
国
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
政
策

に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

続
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
改
正
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
へ
の
期
待
～
地
域
間
格
差
な
い
環
境

整
備
に
向
け
て
～
」
と
題
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
で
あ
る
長
崎
県
や
札
幌
市
、
阿
部
日
身
連

会
長
か
ら
意
見
の
発
表
等
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
秋
田
県
立
武
道
館
に
て
盛
大

に
、
式
典
と
議
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令和 2 年度　資金収支予算書 令和元年度　資金収支決算書
（自）令和 2年 4月 1日　（至）令和 3年 3月 31 日

勘定科目 予算額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

事業収入 22,623,000
分担金収入 2,497,000
その他の収入 10,000
受取利息配当金収入 51,000

事業活動収入計⑴ 25,181,000

支
出

人件費支出 6,439,000
事業費支出 17,448,000
事務費支出 3,837,000

事業活動支出計⑵ 27,724,000
事業活動資金収支差額⑶ = ⑴－⑵ △ 2,543,000

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収入 施設整備等収入計⑷
支出 施設整備等支出計⑸
施設整備等資金収支差額⑹ = ⑷－⑸

そ
の
他
の
活
動
に

よ
る
収
支

収入
積立資産取崩収入 1,000,000

その他の活動収入計⑺ 1,000,000
支出 その他の活動支出計⑻

その他の活動資金収支差額⑼ = ⑺－⑻ 1,000,000
予備費支出⑽ 140,000
当期資金収支差額合計⑾ = ⑶ + ⑹ + ⑼－⑽ △ 1,683,000

前期末支払資金残高⑿ 2,082,000
当期末支払資金残高⑾＋⑿ 399,000

（自）平成 31 年４月１日　（至）令和２年３月 31 日
勘定科目 決算額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

事業収入 21,976,413
収益事業収入 2,009,418
分担金収入 3,032,300
その他の収益 140,000
雑収入 140,000
受取利息配当金収入 41,691

事業活動収入計⑴ 27,199,822

支
出

人件費支出 7,426,813
事業費支出 18,285,354
事務費支出 3,414,626

事業活動支出計⑵ 29,126,793
事業活動資金収支差額⑶ = ⑴－⑵ △ 1,926,971

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収入 施設整備等収入計⑷
支出 施設整備等支出計⑸
施設整備等資金収支差額⑹ = ⑷－⑸

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収入

積立資産取崩収入 2,000,000
事業区分間繰入金収入 1,973,692
サービス区分間繰入金収入 534,469

その他の活動収入計⑺ 4,508,161

支出
事業区分間繰入金支出 1,973,692
サービス区分間繰入金支出 534,469

その他の活動支出計⑻ 2,508,161
その他の活動資金収支差額⑼ = ⑺－⑻ 2,000,000

予備費支出⑽ 0
当期資金収支差額合計⑾ = ⑶ + ⑹ + ⑼－⑽ 73,029
前期末支払資金残高⑿ 4,535,240
当期末支払資金残高⑾＋⑿ 4,608,269

　

日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

あ
き
た
大
会　

〈知事懇談にて〉

こ　こ　ろ　の　友　第111号 令和２年７月20日　（2）　こ　こ　ろ　の　友



阿
部
日
身
連
会
長
は
、
事
業
計
画
の
発

表
に
お
い
て
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
０
行
動
計
画
が
障
害
者
権
利
条
約
の

理
念
を
反
映
し
、
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
障

害
者
施
策
の
一
層
の
促
進
と
な
る
よ
う
国
等

に
対
し
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
」
こ
と

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
携
わ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
す
る
資
料
の
か
た
ず
け
を
し
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
を
解
散
し
て
12
年
に
も
な

ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
捨
て
ら
れ
ず
に
い
た

「
ひ
ま
わ
り
号
」
の
関
連
資
料
が
山
の
よ
う

に
出
て
き
ま
し
た
。
今
も
走
ら
せ
て
い
る
会

が
有
る
の
で
「
ひ
ま
わ
り
号
」
と
云
う
名
前

は
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

１
９
８
２
年
東

京
で
始
ま
っ
た
障

が
い
者
専
用
列

車
、
長
野
県
で
は

１
９
８
４
年
上
田

―
直
江
津
間
を
走

り
ま
し
た
。
更
埴

実
行
委
員
会
（
現

在
千
曲
市
）
は
、

１
９
８
９
年
～

２
０
０
８
年
ま
で

旅
を
続
け
そ
の
間

実
行
委
員
長
を
務

め
ま
し
た
。
信
越

線
廃
止
後
は
、
長

野
で
行
わ
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に

造
ら
れ
た
29
人
乗
り
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
を
５

台
連
ね
20
か
所
以
上
の
旅
を
行
い
ま
し
た
。

目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
今
で
は
当
た
り
前
の

障
が
い
者
ト
イ
レ
・
ス
ロ
ー
プ
設
置
等
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
運
動
も
し
な
が
ら
の
旅

で
し
た
。
準
備
段
階
は
苦
労
の
連
続
で
し
た

が
嬉
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
障
が
い
者
の
顔
、
や

る
気
充
分
の
生
き
生
き
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
達
（
女
性
が
多
か
っ
た
か
な
）、頑
張
っ

て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
み
ん
な
。
楽
し
い
一

日
又
は
一
泊
の
旅
を
今
で
も
一
つ
一
つ
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
今
で

は
車
椅
子
利
用
者
（
特
に
は
普
通
サ
イ
ズ
）

の
旅
は
殆
ど
叶
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
バ
ス
の
旅
は
ま
だ
ま
だ
で
す
よ
ね
。

今
の
願
い
は
高
速
バ
ス
を
自
由
に
利
用
出
来

る
事
・
〇
〇
観
光
ツ
ア
ー
旅
行
に
も
安
心
し

て
参
加
出
来
る
事
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
ね
。

私
が
、
27
才
で
変
形
性
股
関
節
症
と
言
う

病
名
の
障
害
を
持
っ
た
の
が
、
結
婚
し
て
第
一

子
の
お
産
後
の
事
で
し
た
。
52
才
で
人
工
股
関

節
置
換
術
の
手
術
を
受
け
る
ま
で
は
、
そ
れ
は

そ
れ
は
言
葉
で
は
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
壮
絶
な

痛
み
と
の
戦
い
の
生
活
で
し
た
。
手
術
後
の
リ

ハ
ビ
リ
も
何
十
年
の
間
に
、
重
症
化
し
て
瘦
せ

て
し
ま
っ
た
下
肢
の
筋
肉
を
再
生
し
て
筋
肉
を

つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
為
、
一
ヵ
月

理
学
療
法
士
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
リ

ハ
ビ
リ
に
励
み
職
場
復
帰
と
繋
げ
ま
し
た
。

つ
け
た
筋
肉
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
負

荷
の
少
く
な
い
水
泳
が
良
い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
い
た
の
で
学
生
時
代
に
し
て
い
た
水

泳
を
日
常
の
リ
ハ
ビ
リ
と
決
め
て
取
り
組
み
、

今
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

水
泳
で
は
、
障
害
者
水
泳
連
盟
に
も
入
れ

て
頂
き
多
く
の
大
会
に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

ま
た
、
念
願
だ
っ
た
野
尻
湖
一
周
遠
泳
の
大

会
に
も
初
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
年
平
成
27

年
の
大
会
で
は
、
発
足
初
の
98
名
参
加
で
全

員
が
完
泳
を
な
し
と
げ
た
大
会
で
、
本
当
に

精
神
的
に
も
、
体
力
的
に
も
、
大
き
な
大
き

な
見
え
な
い
物
を
得
た
忘
れ
ら
れ
な
い
大
会

で
し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
開
催
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

来
年
の
開
催
を
願
い
な
が
ら
日
々
の
努
力
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

色
々
な
方
に
出
会
い
、
す
ば
ら
し
い
感
動

や
喜
び
、
は
て
し
な
い
可
能
性
と
、
障
害
を

通
し
て
得
た
貴
重
な
経
験
で
す
。

　
自
分
が
、
障
害
を
持
っ
て

飯
綱
町
身
障
協
会
　
廣
瀬
ト
ミ
子
　

　
い
ま
思
い
出
さ
れ
る

「
ひ
ま
わ
り
号
」
の
旅
　

千
曲
市
身
障
協
会
　
柳
澤
　
富
子
　

車椅子でも “つり ”が出来るよ !!
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作
品
募
集

　
９
月
17
日
～
22
日
に
「
第
23
回
長
野
県
障

が
い
者
文
化
芸
術
祭
in
な
が
の
」
が
、
長
野

県
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
の
作
品
募
集
を
次
の
と
お
り

行
っ
て
い
ま
す
の
で
奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

１
　
応
募
資
格
　�

県
内
に
住
所
を
有
す
る
障

が
い
の
あ
る
方

２
　
部
　
　
門
　
絵
画
　
手
芸
　
工
芸

　
　
　
　
　
　
　
書
道
　
写
真

３
　
応
募
点
数
　�

い
ず
れ
か
の
部
門
で
、

個
人
作
品
１
点
、
グ
ル
ー

プ
作
品
１
点

４
　
応
募
期
限
　
８
月
７
日
（
金
）

５
　
応
募
先
　�

市
町
村
障
が
い
福
祉
担
当

課

詳
し
い
こ
と
は
市
町
村
障
が
い
福
祉
担
当

課
又
は
保
健
福
祉
事
務
所
へ
照
会
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

作
品
展
開
催
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
文
芸
部
門

１
　
応
募
資
格
　�

県
内
に
住
所
を
有
す
る
障

が
い
の
あ
る
方

２
　
部
　
　
門
　�

短
歌
　
俳
句
　
自
由
詩

　
　
　
　
　
　
　（
４
０
０
字
以
内
）

　
　
　
　
　
　
　
作
品
テ
ー
マ
は
自
由

３
　
応
募
点
数
　
１
人
３
点
以
内

　
　
　
　
　
　
　�

短
歌
、
俳
句
、
自
由
詩
の

中
か
ら
ど
の
組
み
合
わ
せ

で
も
可
。
た
だ
し
自
由
詩

は
１
人
１
点

４
　
応
募
方
法
　�

専
用
申
込
書
に
作
品
と
そ

の
他
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

５
　�

応
募
期
限
　
８
月
31
日
（
月
）

６
　�

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
長
野
県
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
長
野
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
℡
０
２
６
―
２
９
５
―
３
１
１
１

　
　
　
Fax
０
２
６
―
２
９
５
―
３
５
１
１

　
　
　
〒
３
８
１ 

―
０
０
０
８

長
野
市
下
駒
沢
５
８
６

　
　
川  
柳  
展

１
　
応
募
資
格
　
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方

２
　
応
募
規
定

　
　
課
題
（
テ
ー
マ
）

　
　
　
　
　「
信
州
の
名
所
部
門
」

　
　
　
　
　「
自
由
部
門
（
自
由
吟
）」

　
　
自
作
・
未
発
表
作
品
と
し
、
各
部
門

　
　
一
人
１
句
ま
で

３
　
応
募
期
限
　
文
芸
部
門
と
同
じ

４
　
応
募
方
法
な
ど
　
作
品
は
、
郵
送
・

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
け
付
け
る
。

　
　�

一
人
１
通
、
官
製
は
が
き
は
１
枚
に
限

る
。（
各
部
門
１
句
以
内
）

５
　
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
文
芸
部
門
と
同
じ

収益事業に　ご理解とご協力を
日身連事業所は、各町内会・自治会のご協力を得て、
回覧カタログによる収益事業と、皆様の福祉会からの
「お茶」販売で県身障協と地元福祉会の財源確保のお

手伝いをさせて頂いております。
宜しくお願い致します。

　　　　日身連収益事業所
東京都渋谷区代々木５－57－６
　　　所　長　　佐　藤　　　宏
　　　フリーダイヤル　0120-450-450

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

い
た
る
と
こ
ろ
に
出
て
い
ま
す
。

今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況

や
行
政
指
導
、
他
団
体
な
ど
の
動
向

も
見
な
が
ら
ご
意
見
等
も
お
聞
き
し
、

模
索
し
な
が
ら
、
活
動
し
て
い
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。

気
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

編
集
委
員
長
　
塩
原
　
敬
治

事
務
局
職
員
の
紹
介

　
令
和
２
年
度
の
長
野
県
身
障
協
事
務
局
職

員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
度
同
様
、
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
　
　
池
田
　
義
久
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　�（
社
会
参
加
推
進
協
議
会
・

県
障
害
者
福
祉
大
会
等
担

当
）

事
務
局
次
長
　
大
森
　
節
子

　
　
　
　
　
　�（
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
・
相
談

員
研
修
・
女
性
部
等
担
当
）

職
　
　
員
　
　
内
山
　
さ
お
り

　
　
　
　
　
　�（
会
計
経
理
・
予
算
決
算
監

査
・
収
益
事
業
等
担
当
）

障がいのある方々と共に成長し
社会に貢献していきます

業　務　内　容

〒381-8580 長野市徳間1443　TEL 026-296-1411
http://nagano-colony.or.jp
〒381-8580 長野市徳間1443　TEL 026-296-1411
http://nagano-colony.or.jp

社会福祉法人社会福祉法人ながのコロニーながのコロニー
指定就労継続支援（A型）
事業所
指定就労継続支援（A型）
事業所 長 野 福 祉 工 場長 野 福 祉 工 場

広報誌／記念誌／自費出版／文集／チラシ・パンフレット など
被服／のぼり旗／バッグ／帽子／各種防災用品 など
メンテナンス付き観賞魚水槽のリース

印 　 刷
縫 　 製
アクアリウム

印 　 刷
縫 　 製
アクアリウム

第
23
回
長
野
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭
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